
 

 

 

 

 

 
病棟レクリエーション活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慈英病院のロゴマークは 2 羽のウサギと蒲
の穂を表しています。円の中央に蒲の穂が縦
と横に十字に描かれ、その周りの白い部分に
２羽のウサギが描かれています。円の上半分
に左を向いたウサギがお分かりになるでしょ
うか。ちゃんと目と耳が付いていますよ。  

 
 

 

蒲の穂 

慈英病院のロゴマーク 

 

 

 

 

 

 

 

七夕さま 

 

 

まごころ 
 

 

入
院
中
の
患
者
さ
ま
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
、
七
夕
さ
ま
の
飾
り

付
け
を
し
ま
し
た
。
短
冊
に
は
た
く
さ
ん
の
願
い
事
が
書
か
れ
て
笹
に
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。 
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ベ
ッ
ド
を
介
助
な
し
で
離
れ
て
、
介
助
な
し
で
車
い
す
に
の
れ
て
、
ど

こ
に
で
も
行
け
る
よ
う
に
な
り
た
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一
日
で
も
し
っ
か
り
食
べ
れ
ま
す
よ
う
に 
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早
く
元
気
に
な
っ
て
一
日
も
早
く
早
く
元
気
に
な
り
た
い 
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あ
し
な
し
も
、
つ
よ
く
あ
か
る
く
い
き
ら
れ
る 

こ
こ
の
お
人
に
あ
り

が
と
、
か
ん
し
ゃ
家
族
の
た
め
に
な
り
た
い 
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私
の
病
気
の
た
め
に
娘
が
毎
日
の
よ
う
に
夫
を
連
れ
て
来
て
く
れ
る

の
で
う
れ
し
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せ
ん
そ
う
で
く
う
も
の
な
く
て
き
も
の
う
っ
た
母
が
し
の
ば
れ
、
た
な

ば
た
に
お
も
う 


 

み
ん
な
が
安
心
し
て
入
院
生
活
が
お
く
れ
ま
す
よ
う
に
、
安
心
し
て
夜

が
明
け
ま
す
よ
う
に 
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や
さ
し
い
看
護
に
一
日
も
早
く
元
気
に
な
り
た
い 
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ゆ
っ
く
り
で
い
い
の
で
元
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に 

職
員
の
皆
様
に

い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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伊
勢
エ
ビ
の
と
れ
た
て
ビ
チ
ビ
チ
を
食
べ
て
一
杯
や
り
た
い 
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慈英病院 

広報誌 

「わに（鮫）に皮を剥がれた因幡の
白兎に、大国主命がやさしく、真水で
体を洗い清め、蒲の穂の花粉で治療す
るようにと教えてあげました。この神
話が日本の医療の原点なのです。」 

慈英病院 医師 前田正美 



 

 

 

 

 

 

～摂食機能療法～ 

 

～サークル活動～ 

 

第75回宮崎県中部地区病医院対
抗バレーボール大会が 5 月 16 日、
生目の杜体育館で行われました。 
試合は ABC３つのパートに分か

れて行われ、C パートに出場した慈
英病院チームは藤木病院チーム、宮
崎県中部地区病医院事務長会チー
ムと対戦しました。初戦の事務長会
戦に勝利した勢いで藤木病院戦に
もフルセットの末に逆転勝ちを収
め番狂わせ？の優勝を収めました。 

           

             診療科目 ： 内科・神経内科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 
             〒880-0853 宮崎市中西町 160 番地 

               TEL 0985-23-5000 FAX 0985-23-5886 
               http://www.jiei.jp    e-mail info@jiei.jp 

～皆様に愛される病院を目指して～ 

当院の理念は「真心込めた医療を提供し、皆様に愛される病院を目指します」です。 
私たちはこの事を胸に日々患者様の治療、看護、介護を行っています。また、その 

ことを必要に応じて患者様やご家族の皆様一人一人にご説明し、ご理解を得るように 
努めてまいりました。しかし、病院全体として「具体的にどのような事を行っている 
のか？」ということを広く皆様に知っていただく努力が足りないことに気付きました。 
そこで、慈英病院の日々の活動を知っていただくために広報誌を発行することになりました。この
活動を通じて皆様の病院への理解が今まで以上に深まり、患者様やご家族の皆様にとって一番身近
な病院として信頼が得られることを願っています。 

慈英病院 院長 前田正 存
まさつぐ

  

 

当院では、摂食機能療法、嚥下訓練を通じて少しでも経口
摂取を可能にし、患者さまに食べる喜びを取り戻して頂きた
いとの願いから、医師、看護師、介護士、言語聴覚士、栄養
士等が協力して活動しています。 
脳血管疾患等の後遺症が原因で、食べ物を噛んだり飲み込

んだりする機能に障害がある方･･･食べたいちょっとでもい
いからと患者さまの声。左の写真は患者さまの嚥下機能の評
価をしているところです。その後、嚥下訓練を開始します。
嚥下訓練とは、実際の食物を使わないで、口腔器官の運動や、
アイスマッサージなどを行なう間接的訓練と、実際の食事場
面において、食事形態、一口量、姿勢、飲み込み方法を指導
する直接的訓練があります。患者様の強い願いが叶いますよ
うに･･･患者さま、ご家族、職員で頑張っています。 

～摂食嚥下委員会～ 

 

編集委員 
 

池田都彦 木村優子 

黒木咲野 黒木誠 

砂地優宏 竹迫彩 

富永亜津妙 東洋一

山崎睦 

～入院中の患者さまから一言～ 

 

（みなさんの）頼れる慈英病院です。 
１.設備の整った明るい環境で安心して入院生
活がおくれます。２.やさしい院長先生はじめ
スタッフ一同お待ちしています。 

          上 村 
 
慈英病院に入院して早 1 年８ヶ月が過ぎまし
た。その月日の流れの中、肌で感じることがあ
ります。それは病院変革という言葉にぴったり
です。全てのポジションの長たつ方の前向きな
姿勢が隅々まで良い変革の輪になって新生慈
英病院になり、とても素晴らしいと思います。 

          村 井 
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